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月　

日
�
・　

日
�
に

１０

１４

１５

京
都
府
立
体
育
館
で
行
わ
れ

た
第
１
回
極
真
全
日
本
青
少

年
空
手
道
選
手
権
大
会
に
参

加
し
た
第
二
中
学
校
３
年
生

の
加
内
愛
子
さ
ん
は
、
中
学

生
女
子
＋　

�
の
部
に
お
い

４５

て
、
各
地
区
の
代
表
選
手
と

対
戦
し
た
結
果
、
見
事
優
勝

の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室
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�������	
��
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��
��
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����������������������������

　
　

月　

日
�
都
庁
の
都

１１

２８

民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

「
平
成　

年
度
薬
事
関
係

１８

功
労
者
及
び
薬
物
乱
用
防

止
関
係
功
労
者
知
事
感
謝

贈
呈
式
」
に
お
い
て
、
麻

薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止

に
功
績
の
あ
っ
た
者
と
し

て
東
京
都
薬
物
乱
用
防
止

推
進
狛
江
地
区
協
議
会
が

感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま

し
た
。

����������������������������������������������������������������������										
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月　

日
�
千
代
田
区
の
イ

１１

１５

イ
ノ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
麻

�
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賞
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
第

三
中
学
校
３
年
生
の
長
谷
川
弥

生
さ
ん
の
作
品
が
、
ポ
ス
タ
ー

の
部
６
�
１
７
１
点
の
中
か
ら

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

������������	

���������������

�����

��������������

�
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
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�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

優
良
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕健
康
課
�（
３

４
８
８
）
１
１
８
１

��
��
��
��
��
��
��

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

薬
・
覚
せ
い
剤
乱

用
防
止
運
動
東
京

大
会
に
お
い
て
、

薬
物
乱
用
防
止
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
入



��������������������������������

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:

//w
w
w
.h
im
aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日
・

１７

２３

２４

　

日
・　

日
・　

日
・
１
月
１

２９

３０

３１

日
・
２
日
・
３
日
・
４
日

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）１
月
１
日
か

ら
４
日
ま
で
休
診

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

■所得制限基準額

扶養義務者について申請者本人について扶養者の数

２３６万円１９２万円０人

２７４万円２３０万円１人

３１２万円２６８万円２人

３５０万円３０６万円３人

３８８万円３４４万円４人

　

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
の
新
し

１９

い
○親
 

医
療
証
は
、
今
月
下
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。
１
月
１
日
以
降
に
診
療

を
受
け
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
○親
 

医
療
証
と
健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医

療
機
関
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

有
効
期
間
の
過
ぎ
た
○親
 

医
療
証
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
保
険
年
金

課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

〔
交
付
さ
れ
る
方
〕
有
効
期
間
が　
１２

月　

日
ま
で
の
○親
 

医
療
証
を
お
持
ち

３１
で
、
平
成　

年
中
の
所
得
が
別
表
の

１７

所
得
制
限
基
準
額
未
満
の
方
で
す
。

た
だ
し
、
現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
、

提
出
後
の
交
付
に
な
り
ま
す
。

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制

度
と
は

　
　

歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
の
児

１８
童
（
児
童
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
場

合
は　

歳
到
達
前
ま
で
）
が
、
次
の

２０

受
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
、
そ
の
児
童
と
父
ま
た
は
母
ま

た
は
養
育
者
（
父
母
以
外
の
者
が
養

育
し
て
い
る
と
き
）
の
医
療
費
の
自

己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

〔
受
給
要
件
〕
▽
父
母
が
離
婚
し
た

児
童
▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児

童
▽
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

を
有
す
る
児
童
▽
父
ま
た
は
母
が
生

死
不
明
で
あ
る
児
童
▽
父
ま
た
は
母

に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
▽
母
が

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
父
か
ら

援
助
さ
れ
て
い
な
い
児
童

※
こ
の
ほ
か
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、

健
康
保
険
に
加
入
し
て
お
り
、
平
成

　

年
中
の
世
帯
の
所
得
が
別
表
の
所

１７得
制
限
基
準
額
未
満
で
あ
る
こ
と
も

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
単
身
の
異
性
が
同
住
所
地

に
居
住
し
て
い
る
場
合
（
た
だ
し
、

単
身
の
異
性
が
、
直
系
血
族
お
よ
び

兄
弟
姉
妹
等
扶
養
義
務
者
に
あ
た
る

場
合
を
除
く
）
や
離
婚
は
成
立
し
た

が
、
元
配
偶
者
が
同
住
所
地
に
居
住

し
て
い
る
場
合
は
ひ
と
り
親
家
庭
と

し
て
認
定
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〔
申
請
に
必
要
な
も
の
〕
▽
健
康
保

険
証
▽
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も

の
）
▽
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
交
付

さ
れ
て
い
る
方
）
▽
平
成　

年
１
月

１８

１
日
の
住
所
地
の
区
市
町
村
長
が
発

行
し
た
「
平
成　

年
度
住
民
税
課
税

１８

証
明
書
」（
平
成　

年
１
月
２
日
以
降

１８

市
内
に
転
入
し
た
方
）

※
要
件
に
よ
り
異
な
っ
た
添
付
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

�
�
�
�
�
�
�
	


��
��
�

�
�
�
��
�
	


�
�



※扶養義務者とは、申請者と同居している直系血族
（祖父母・父母・子・孫）・兄弟姉妹のことです。

※所得から控除できるもの
１�雑損
２�医療費
３�障害者・特別障害者
４�社会保険料
　（一律８万円）
５�小規模企業共済等掛金
６�寡婦（夫）・特別寡婦
　（父・母を除く）
７�配偶者特別
８�勤労学生
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�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１２ 月 １５ 日
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〔
対
象
〕
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方

▽
市
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
が

あ
り
、
実
際
に
住
ん
で
い
る
方

▽
平
成　

年
４
月
に
高
等
学
校
ま

１９

た
は
高
等
専
門
学
校
に
進
学
を
希

望
す
る
方

▽
成
績
良
好
な
方

▽
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
が
困
難

な
方

▽
同
種
の
奨
学
金
を
ほ
か
か
ら
支

給
さ
れ
て
い
な
い
方

〔
募
集
人
員
〕　

人
程
度

１０

〔
奨
学
金
〕
月
額
９
�
６
０
０
円

※
返
済
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　
１２

月　

日
�
か
ら
平
成　

年
１
月　

１５

１９

３１

日
�
ま
で
に
申
請
用
紙
と
在
学
校

の
推
薦
書
を
学
校
教
育
課
へ
。

　

大
師
が
ゆ

　

十
二
月
の
四
日
、
十
四
日
、
二
十

四
日
を
、 
四  
日  
大  
師 
・
四
日
デ
エ
シ

よ
つ 
か 
だ
い 
し

な
ど
と
よ
ん
で
、
こ
の
日
の
晩
、
小

豆
が
ゆ
を
つ
く
っ
て
食
べ
る
習
わ
し

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
か
ゆ
を
大
師

が
ゆ
（
デ
エ
シ
ガ
ユ
・
デ
イ
シ
ゲ
エ
）

と
い
っ
て
い
ま
す
。

　

四
日
大
師
は
、
旧
暦
の
十
一
月
の

行
事
で
し
た
が
、
新
暦
に
な
っ
て
か

ら
は
月
遅
れ
の
十
二
月
に
お
こ
な
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
に
つ

く
る
小
豆
が
ゆ
に
は
、
そ
の
秋
と
れ

た
米
と
小
豆
を
用
い
ま
す
。
小
豆
が

ゆ
の
中
に
短
い
う
ど
ん
を
入
れ
て
、

ド
ジ
ョ
ウ
が
ゆ
に
仕
立
て
る
家
も
あ

り
ま
し
た（
小
足
立
）。
小
麦
粉
を
こ

ね
て
ま
と
め
て
小
指
く
ら
い
の
太
さ

に
し
、
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
長
さ
に
切

っ
た
も
の
を
、
小
豆
が
ゆ
の
中
に
入

れ
て
煮
込
む
の
が
ド
ジ
ョ
ウ
が
ゆ
。

　

大
師
が
ゆ
は
、
お
明
か
り
を
上
げ

て
、
神
仏
に
ま
ず
供
え
ま
し
た
。
神

棚
や
仏
壇
に
は
供
え
ず
に
、
こ
の
日

に
や
っ
て
く
る
神
様
の
た
め
に
お
勝

手
（
台
所
）
の
戸
棚
の
上
に
供
え
る

家
、
荒
神
様
の
棚
に
供
え
る
と
い
う

家
も
あ
り
、
ま
た
、
仏
壇
に
だ
け
供

え
る
家
も
あ
り
ま
し
た
。

　

四
日
大
師
の
大
師
が
ゆ
は
、
か
つ

て
は
狛
江
の
広
い
地
域
で
み
ら
れ
た

家
の
行
事
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い

ま
で
は
、
こ
の
行
事
に
つ
い
て
知
る

人
に
も
な
か
な
か
出
会
え
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
年
代
に
は
、
ま
だ
、
大
師

が
ゆ
の
こ
と
な
ど
何
人
か
の
方
か
ら

話
を
聞
け
た
も
の
で
し
た
。

　

小
足
立
・
覚
東
（
西
野
川
・
東
野

川
）
地
区
な
ど
で
は
、
明
治
三
十
年

代
生
ま
れ
の
人
た
ち
が
、「
和
泉
の
実

家
で
は
四
日
大
師
の
こ
と
は
聞
い
て

い
な
か
っ
た
け
ど
、
小
足
立
に
お
嫁

に
き
て
か
ら
、
し
ば
ら
く
の
間
や
っ

て
ま
し
た
ね
」、「
嫁
に
き
た
時
分
、

お
し
ゅ
う
と
（
姑
）
さ
ん
が
い
た
こ

ろ
ま
で
は
、
大
師
が
ゆ
、
よ
く
や
っ

て
い
た
も
ん
で
す
よ
」
な
ど
と
話
し

て
い
ま
す
。
大
正
の
末
か
ら
昭
和
の

初
め
ご
ろ
ま
で
は
、
こ
の
習
わ
し
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
家
も
す
く
な
く

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
四
十
年

代
ま
で
続
け
て
い
た
と
い
う
家
も
あ

り
ま
し
た
（
小
足
立
）。
岩
戸
で
は
、

府
中
か
ら
嫁
い
で
き
た
人
（
明
治
二

十
七
年
生
）
が
「
実
家
で
や
っ
て
い

た
大
師
が
ゆ
を
、
こ
っ
ち
へ
来
て
か

ら
も
、
や
っ
た
お
ぼ
え
が
あ
り
ま
す

よ
」
と
話
し
、
ま
た
「
喜
多
見
の
実

家
で
は
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
こ
こ

で
は
大
師
が
ゆ
と
い
う
の
、
や
っ
て

ま
し
た
よ
」
と
言
う
人
も
あ
り
ま
し

た
（
大
正
七
年
生
）。

　

四
日
大
師
の
日
に
は
、
明
く
る
年

の
天
気
占
い
を
し
、
稲
の
作
柄
を
占

っ
た
も
の
で
し
た
。
一
年
を
三
つ
に

分
け
、
十
二
月
四
日
の
天
気
が
良
け

れ
ば
一
月
か
ら
四
月
ま
で
は
良
い
天

気
、
十
四
日
が
雨
な
ら
ば
五
月
か
ら

八
月
は
雨
降
り
が
多
く
、
九
月
か
ら

十
二
月
ま
で
の
天
気
は
二
十
四
日
の

天
気
で
、
と
い
う
ふ
う
に
、
一
年
の

天
気
を
み
て
ゆ
く
の
で
す
。
小
足
立

の
明
治
三
十
二
年
生
ま
れ
の
方
に
よ

る
と
、「
よ
く
、お
じ
い
さ
ん（
舅
）が
、

き
ょ
う
は
ワ
セ
デ
エ
シ
だ
、
ナ
カ
デ

エ
シ
だ
、
オ
ク
デ
エ
シ
だ
」
な
ど
と

い
っ
て
、
天
気
を
占
っ
た
も
の
だ
と

い
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
や
が
て

来
る
年
に
作
る
、 
早  
稲 
、 中  
稲 
、 晩  
稲 

わ 

せ 

な
か 
て 

お
く 
て

の
稲
作
の
豊
凶
を
占
っ
た
の
で
し
た
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　１５５　－

 
▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
８
時　

１２

２４

３０

分
〜
午
後
５
時

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
８
時
ま

１２

２７

で〔
会
場
〕
収
納
課

　

な
お
、平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

１８

都
市
計
画
税
（
第
３
期
分
）、
平
成　
１８

年
度
国
民
健
康
保
険
税（
第
６
期
分
）、

介
護
保
険
料
（
第
６
期
分
）
は
、　
１２

月　

日
�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

２５
※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課　
　
　
　

 　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を　

月

１８

１２

　

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

３１
　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業
所

に
は
、　

月
か
ら
平
成　

年
１
月
に

１２

１９

か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す
の

で
、
あ
り
の
ま
ま
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

 　

昨
今
、
社
会
保
険
事
務
所
職
員
を

装
い
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と

す
る
不
審
電
話
の
情
報
が
多
数
寄
せ

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
に

１８

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

社
会
保
険
事
務
所
職
員
等
を

装
っ
た
不
審
電
話
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　
　

月　

日
�
に
市
役
所
で
、
平

１１

２３

成　

年
度
狛
江
市
技
能
・
農
業
功

１８
労
者
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
度
は
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

■
技
能
功
労
者

〔
対
象
〕
永
年
市
内
で
技
能
の
研

さ
ん
に
励
み
、
ほ
か
の
技
能
者
の

模
範
と
認
め
ら
れ
る
方

（
写
真
後
列
右
か
ら
）

▽
大
久
保
賀
生
さ
ん
（
東
和
泉
三

丁
目
在
住
・
造
園
技
能
）

▽
松
坂
峯
作
さ
ん
（
駒
井
町
三
丁

目
在
住
・
機
械
製
造
技
能
）

▽
加
藤
重
信
さ
ん
（
西
野
川
三
丁

目
在
住
・
理
容
技
能
）

▽
本
橋
利
夫
さ
ん
（
中
和
泉
四
丁

目
在
住
・
調
理
技
能
）

▽
水
野
義
久
さ
ん
（
駒
井
町
一
丁

目
在
住
・
大
工
技
能
）

（
写
真
前
列
右
か
ら
）

▽
佐
藤
清
吾
さ
ん
（
駒
井
町
一
丁

目
在
住
・
左
官
技
能
）

▽
栗
山
忠
男
さ
ん
（
東
野
川
二
丁

目
在
住
・
管
工
事
技
能
）

▽
河
西
一
彦
さ
ん
（
岩
戸
北
四
丁

目
在
住
・
畳
技
能
）

▽
飯
田
賢
二
さ
ん
（
中
和
泉
一
丁

目
在
住
・
鳶
土
木
技
能
）

■
農
業
功
労
者

〔
対
象
〕
永
年
市
内
で
農
業
に
従

事
さ
れ
、
ほ
か
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る
方

▽
石
倉
純
子
さ
ん
（
岩
戸
南
二
丁

目
在
住
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課
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�

�

	




�

�




�

�

�

�

��

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、平
成　

年
１
月
か
ら「
日
白
社
会

１９

保
障
協
定
」
が
発
効
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
国
の
制
度

に
の
み
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
自
営
活
動
を
行
う

国
の
社
会
保
障
制
度
に
加
入
し
ま
す

が
、
一
時
的
に
（
５
年
以
内
と
見
込

ま
れ
る
場
合
）
協
定
相
手
国
で
自
営

活
動
を
す
る
場
合
は
、
届
け
出
に
よ

り
現
在
の
社
会
保
障
制
度
に
引
き
続

き
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

社
会
保
障
協
定
に
関
す
る
概
要
に

つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.sia.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 
�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
６
時
か

１２

２１

ら〔
会
場
〕
５
０
２
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
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和
泉
多
摩
川
第
３
置
場
は
、
小

田
急
線
立
体
化
事
業
に
よ
る
駐
輪

場
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
暫

定
的
な
自
転
車
置
場
で
し
た
。

　

現
在
、
小
田
急
線
高
架
下

駐
輪
場
は
整
備
さ
れ
、
世
田

谷
通
り
高
架
下
に
も
無
料
駐

輪
場
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、

こ
の
た
び
閉
鎖
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ほ
か
の
駐
輪
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
管
理
課

�

�

�

�

�

�
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ら
れ
て
い
ま
す
。
不
審
電
話
の
内
容

は
、
勤
務
先
や
年
金
振
込
口
座
の
口

座
番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
も
の

や
裁
判
所
に
訴
え
る
と
い
っ
た
脅
迫

め
い
た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
提
出
さ

れ
た
届
け
出
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
以
外
に
、
個
人
情
報
を
お
聞
き
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
、

不
審
と
思
わ
れ
る
電
話
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
そ
の
場
で
回
答
せ
ず
に
、
相

手
の
氏
名
や
連
絡
先
な
ど
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２（
３
６
１
）１
０
１
１

 　

日
本
の
自
営
業
者
が
、
日
本
に
住

所
を
有
し
た
ま
ま
ベ
ル
ギ
ー
で
自
営

活
動
を
す
る
場
合
、
日
本
・
ベ
ル
ギ

ー
両
方
の
社
会
保
障
制
度
に
二
重
に

日
本
と
ベ
ル
ギ
ー
と
の
社
会

保
障
制
度
の
二
重
加
入
が
解

消
さ
れ
ま
す
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科目主 な 事 業 名
施策名／
事業費

�実施計画第１章�美しい都市景観を目指した基盤づくり

〈第１節〉住宅都市にふさわしい快適な道路・交通環境づくり
土木費道路新設改良費１２８，５６３
〃調布都市計画道路３・４・４号線整備費（第一工区）
〃調布都市計画道路３・４・１６号線整備費（岩戸北）
〃自転車整理関係費

〈第２節〉計画的なまちづくりと美しいまちなみの実現
土木費協働まちづくり関係費５０２

�実施計画第２章〉安全で快適な都市を目指した生活環境づくり

〈第１節〉安全で安心な生活環境づくり
総務費生活安全対策関係費１００，３７６
消防費消防施設整備費
〃災害対策関係費
土木費交通安全対策費
〃交通安全施設整備費

〈第２節〉環境にやさしい社会づくり
衛生費地域美化関係費３３７，０３３
〃不燃物、資源ごみ、粗大ごみ処理費
〃ごみ減量対策費
〃リサイクルセンター事業費
教育費生ごみ処理機関係費

〈第３節〉水と緑の環境づくり
衛生費自然保護費１０，７５２
〃緑化推進
土木費弁財天池緑地管理費

�実施計画第３章�健康でいたわりのある福祉のまちづくり

〈第１節〉健康な生活環境づくり
衛生費健康診査２０８，８６４
〃健康教育
〃健康増進
〃休日診療所等関係費
〃小児初期救急平日夜間診療事業

〈第２節〉豊かな福祉環境づくり
民生費福祉サービス総合支援事業２９９，２１４
〃福祉バス運行事業

科目主 な 事 業 名
施策名／
事業費

民生費障がい者移送サービス事業

〃特別養護老人ホームベッド確保

〃第一・二・三福祉作業所関係費

〃重度身体障がい者（児）住宅設備改善費給付

〃自立支援住宅改修給付

〃シルバーピアいわど・のがわ・いずみ

〃地域生活援助事業

衛生費精神障がい者共同作業所関係費

〃精神障がい者グループホーム関係費

〈第３節〉誰もが安心していきいきと暮らせる福祉の展開

民生費高齢者在宅サービスセンター等施設整備補助２７５，８７９

〃在宅介護支援センター

〃高齢者給食サービス

〃生きがい対応型デイサービス

〃心身障がい児通所訓練施設運営費等補助

〃重度心身障がい者（児）日常生活用具給付等

〃補装具交付・修理

〃障がい者福祉センター

〃知的障がい者援護施設整備等補助

〃居宅介護（ホームヘルプ）

〃デイサービス

〃保育所等児童運営費

〃子ども家庭在宅サービス事業費

〃乳幼児医療費助成

〃ファミリーサポート事業費

〃病児保育

〃放課後クラブ事業

〃児童館管理運営委託

衛生費機能訓練

�実施計画第４章�ふれあいのある都市を目指した文化の地域づくり

〈第１節〉市民の学習環境づくり

教育費教育相談関係費１，０４３，２７８

〃副読本関係費
〃国際理解教育促進

科目主 な 事 業 名
施策名／
事業費

教育費情報教育推進事業費

〃少人数授業講師派遣

〃不登校対策支援関係費

〃統廃合関係費

〃図書整備費（小・中学校）

〃既存施設改修工事（小・中学校）

〃学校開放

〃学習情報室（公民館）

〃ホームページ運営費（中央図書館）

〃市民健康レクリエーション

〃少年少女スポーツ振興

〃市民スポーツ大会関係費

〈第２節〉ふれあいの文化・コミュニティ環境づくり

総務費市民公益活動団体補助２２２，９９３

〃ＮＰＯ情報誌関係費

民生費地域センター運営協議会助成

教育費埋蔵文化財保護関係費

〃古民家園管理運営費

〃市民ホール管理運営費

〈第３節〉互いに知り認めあう環境づくり

総務費人権擁護関係事業２，５９１

〃男女平等施策推進

〃国際化推進

〃ホームページ関係費

�実施計画第５章�活気あふれる都市を目指した産業の振興

〈第１節〉地域産業の振興

農業費農業振興関係費４３，６６２

〃市民農園関係費

商工費小口事業資金融資あっ旋等関係費

〃商工振興補助

〃新・元気を出せ！商店街事業費補助

〈第２節〉市民生活の充実

総務費市民まつり関係費７，７３１
商工費消費経済対策費

主 な 事 業 （単位：千円）

（単位：万円、％）

歳　　　　出歳　　　　入区　 分

会 計 名
対前年度増減

決算額
対前年度増減

決算額
率金　額率金　額

△１１．５△２７億２，１３６２０８億７，３０７△１１．８△２８億６，１０５２１４億　５５一 般 会 計

４．３７億５，６０９１８３億６，５１７４．７８億１，５９５１８１億４，０５０特 別 会 計 合 計

５．４３億５，７０１６９億１，７８８６．３３億９，０１１６５億７，３４２国民健康保険特別会計

△１．４△７，９３９５４億６，０１９△２．２△１億２，１８３５４億１，７４７老人保健医療特別会計

３．６１億　９９２３１億８，１３７５．２１億６，０３９３２億７，３０９介護保険特別会計

２７．４４億６，７２３２１億７，０１０２７．７４億８，５９６２２億４，０８９公共下水道特別会計

△２．８△１９７６，７７７△２．８△１９７６，７７７駐車場事業特別会計

△１４．６△９，６７１５億６，７８６△１４．６△９，６７１５億６，７８６受託水道事業特別会計

△４．８△１９億６，５２７３９２億３，８２４△４．９△２０億４，５１０３９５億４，１０５合　　　計

　平成１７年度の決算がまとまり、９月開催の狛江市議会第３回定例会に提出

しました。

　１７年度の事業の主なものは下表（主な事業）のとおりで、各会計の決算の

概況は次のとおりです。

〔問い合わせ〕企画経営室

■一般会計

　歳入歳出決算額の内訳は、下表（各会計決算の状況）および左図（一般会
計決算の状況）のとおりで、歳入決算額は、２１４億５５万円となりました。これ
を前年度と比較すると、２８億６，１０５万円（１１．８％）の減となっています。歳入
の主なものは市税が最も多く、全体の５０．２％を占め、次いで、都支出金、国
庫支出金、市債の順になっています。
　また、歳出決算額は２０８億７，３０７万円で、前年度と比較して２７億２，１３６万円
（１１．５％）の減となっています。歳出の主なものは、民生費が３６．３％を占め
て一番多く、次いで教育費、公債費、衛生費の順になっています。

■特別会計

　各特別会計の歳入歳出決算額は、下表（各会計決算の状況）のとおりです。
　特別会計全体の決算額は、歳入が１８１億４，０５０万円、歳出が１８３億６，５１７万円
となっています。歳出で国民健康保険が５．４％、介護保険が３．６％、公共下水
道が２７．４％の増となっており、老人保健医療が１．４％、駐車場事業が２．８％、
受託水道事業が１４．６％の減となっています。

歳入決算額
214億55万円

100％

歳出決算額
208億7,307万円

100％

市民税
56億8,301万円

26.5％

市民税
56億8,301万円

26.5％

市税
50.2％
市税
50.2％

市税以外
49.8％
市税以外
49.8％

固定資産税
37億6,328万円

17.6％

固定資産税
37億6,328万円

17.6％

都市計画税
9億1,434万円

4.3％

都市計画税
9億1,434万円

4.3％その他の市税
3億8,804万円

1.8％

その他の市税
3億8,804万円

1.8％

都支出金
21億94万円

9.8％

都支出金
21億94万円

9.8％

国庫支出金
19億9,443万円

9.3％

国庫支出金
19億9,443万円

9.3％

市債
16億2,220万円
7.6％

市債
16億2,220万円
7.6％

地方交付税
9億8,046万円
4.6％

地方交付税
9億8,046万円
4.6％

地方消費税交付金
7億854万円
3.3％

地方消費税交付金
7億854万円
3.3％

繰入金
1億6,862万円
0.8％

繰入金
1億6,862万円
0.8％

その他の収入
30億7,669万円
14.4％

その他の収入
30億7,669万円
14.4％

民生費
75億6,692万円

36.3％

民生費
75億6,692万円

36.3％

教育費
28億3,862万円

13.6％

教育費
28億3,862万円

13.6％

公債費
25億141万円

12.0％

公債費
25億141万円

12.0％

歳  入

歳  出

衛生費
24億2,970万円

11.6％

衛生費
24億2,970万円

11.6％

総務費
24億1,113万円

11.5％

総務費
24億1,113万円

11.5％

土木費
14億4,244万円
6.9％

土木費
14億4,244万円
6.9％

消防費
11億4,690万円
5.5％

消防費
11億4,690万円
5.5％

その他の支出
5億3,595万円
2.6％

その他の支出
5億3,595万円
2.6％

一般会計決算の状況

各 会 計 決 算 の 状 況
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市 の 考 え 方市民のご意見

条例第５条第１項の趣旨は、行政活動に
おいて市民参加の手続きを実施しなけれ
ばならない対象を具体的に規定し、市民
参加を行うべき行政活動が本条を持って
明確になっていることで、各実施機関の
長は、条例第５条第１項第１号から第４
号までの行政活動を行うにあたって、市
民参加の手続きを実施する責務を負うこ
とになっています。

市民参加提案制度の提
案対象について
「提案対象は基本条例
５条１項に適合する事
業が対象で、市が実施
しようとしている事
業」とは何か具体的に
示して欲しい。

現在行っている市民参加の手続き（例え
ば審議会等への公募市民の参加）以外に、
そのほかの市民参加の方法（例えばパブ
リックコメントや市民フォーラムの開
催）を行うように提案することができる
というものです。

「市民参加の手続きを
実施している時は、そ
の他の市民参加の手続
きを提案することがで
きる」とはどういうこ
となのか。

審議会でも、何人にすべきか議論されま
したが、個人的な意見でもなく、また、
責任ある意見として提案できるようにと
いうことで３０人となりました。
なお、３０人という人数は提案者の提案内
容についての賛同者数を示すもので、団
体等のメンバー数を示すものではありま
せん。

提案者について、３０人
以上の提案者の署名が
必要となっているが個
人の提案を尊重して取
り入れようという意欲
があるなら、もっと軽
減すべきだと思う。

市 の 考 え 方市民のご意見

そのとおりです。基本条例第５条第１項
に適合する事業に対する市民参加の手続
きを提案しているかどうかを審議するも
ので、その結果を市長に答申するもので
す。市が採用・不採用を決定し、その結
果については、当然のことながら公表の
対象となります。

提案内容が提案対象に
適合しているかについ
てのみ審議委員会は審
議するということなの
か。

条例第２条第２号において、市民協働と
は市の実施機関と市民公益活動を行う団
体が、行政活動等について共同して取り
組むことと定義されています。
また、条例第２条第６号において、団体と
は一定の規約を有する特定非営利活動法
人、社団法人、財団法人、社会福祉法人、消
費生活協同組合、その他の市民活動を行
うことを主たる目的とした法人、又は法
人格を有しないがそれらに準ずる営利を
目的としない団体と定義されています。
市民協働については、その担い手は市民
公益活動を行う団体としました。個人の
場合、病気にかかったり、転居などの事
情によって活動が中断・終了してしまう
ことも考えられ、その継続性に不安があ
るため、この条例の対象とするのはふさ
わしくないと判断したためです。

市民協働について、団
体だけではなく個人と
も協働できるべきでは
ないか。

■市民のご意見・市の考え方（条例の一部改正素案に対するもの）
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（単位：万円、％）

支出率収入率支出済額収入済額
歳入・歳出
予 算 現 額

区　 分
会 計 名

３７．６４６．１８５億２，１０５１０４億５，８５９２２６億８，４４９一 般 会 計

３９．７３３．８７３億９，５４１６３億　４００１８６億２，８５０特 別 会 計 合 計

４１．６２８．７３１億４，２３６２１億６，５７５７５億５，０４４国民健康保険特別会計

４３．７４１．６２２億３，６３７２１億２，８６９５１億１，４６５老人保健医療特別会計

３８．６３９．３１３億３，９１５１３億６，２８５３４億６，７５０介護保険特別会計

２７．２２５．１４億９，２９８４億５，４４４１８億１，１２４公共下水道特別会計

３６．２２３．０２，３６６１，５０１６，５３９駐車場事業特別会計

２６．０２８．６１億６，０８９１億７，７２６６億１，９２８受託水道事業特別会計

３８．５４０．６１５９億１，６４６１６７億６，２５９４１３億１，２９９合　　　計

土　地　　３２２，０９０㎡
建　物　　１２２，５４６㎡
基　金
　�財政調整基金 ７，０２６万円
　�減債基金 １，０７６万円
　�清掃施設建設基金 １，４２４万円
　�保健福祉施設等建設基金 １，５５１万円
　�都市整備事業基金 ３０６万円
　�博物館建設基金 ９，２９１万円
　�緑化基金 ２億５，３９５万円
　�図書館建設基金 ２，０５１万円
　�土地開発基金 ２，０３０万円
　　　現　金 １万円
　　　土　地 ２，０２９万円
　�国民健康保険高額療養費資金貸付基金 ４００万円
　　　現　金 ４００万円
　　　貸付金 ０万円
　�国民健康保険事業運営基金 ５１万円
　�介護保険給付費準備基金 ７，６６２万円

市

有

財

産

市

有

財

産

収入済額
104億5,859万円

100％

支出済額
85億2,105万円

100％

市民税
34億237万円

32.6％

市民税
34億237万円

32.6％

市税
61.6％
市税
61.6％

市税以外
38.4％
市税以外
38.4％

固定資産税
23億1,140万円

22.1％

固定資産税
23億1,140万円

22.1％
都市計画税
5億4,569万円
5.2％

都市計画税
5億4,569万円
5.2％

その他の市税
1億7,741万円
1.7％

その他の市税
1億7,741万円
1.7％

国庫支出金
7億5,408万円
7.2％

国庫支出金
7億5,408万円
7.2％

地方交付税
5億8,919万円
5.6％

地方交付税
5億8,919万円
5.6％

都支出金
5億4,886万円
5.3％

都支出金
5億4,886万円
5.3％

繰越金
5億2,748万円
5.0％

繰越金
5億2,748万円
5.0％

地方消費税交付金
4億3,029万円
4.1％

地方消費税交付金
4億3,029万円
4.1％

地方特例交付金
3億9,022万円
3.7％

地方特例交付金
3億9,022万円
3.7％

その他の収入
7億8,160万円
7.5％

その他の収入
7億8,160万円
7.5％

民生費
29億7,863万円

35.0％

民生費
29億7,863万円

35.0％

衛生費
12億395万円

14.1％

衛生費
12億395万円

14.1％

教育費
10億7,581万円

12.6％

教育費
10億7,581万円

12.6％

歳  入

歳  出

総務費
10億4,865万円

12.3％

総務費
10億4,865万円

12.3％

公債費
8億7,910万円

10.3％

公債費
8億7,910万円

10.3％

土木費
5億8,613万円
6.9％

土木費
5億8,613万円
6.9％

消防費
5億4,224万円
6.4％

消防費
5億4,224万円
6.4％

その他の支出
2億654万円
2.4％

その他の支出
2億654万円
2.4％

一般会計予算執行済額の内訳 　市の財政の実態を、市民の皆さんに広く正しく理解していただくため、年

２回（６月と１２月）財政状況をお知らせしています。

　今回は、平成１８年度上半期（平成１８年９月３０日現在）の財政状況について

お知らせします。

〔問い合わせ〕企画経営室

■一般会計

　１８年度の当初予算額は２２３億７，８００万円でしたが、その後２回の補正により
３億６４９万円を増額して、予算現額は２２６億８，４４９万円となっています。
　歳入と歳出に分けた上半期の執行状況は左図（一般会計予算執行済額の内
訳）のとおりです。
　収入済額は１０４億５，８５９万円で、予算現額に対し４６．１％の収入率になってい
ます。収入の主なものは、市税が最も多く、収入済額全体の６１．６％を占め、
次いで、国庫支出金、地方交付税、都支出金の順になっています。
　また、支出済額は８５億２，１０５万円で、予算現額に対し３７．６％の支出率になっ
ています。支出の主なものは、民生費が最も多く、支出済額全体の３５．０％を
占め、次いで、衛生費、教育費、総務費、公債費、土木費の順になっていま
す。

■特別会計

　１８年度の各特別会計予算の執行状況は、別表（各会計予算の執行状況）の
とおりです。

各会計予算の執行状況
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地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、

認
知
症
高
齢
者
や
独
居
高
齢
者

の
増
加
等
を
踏
ま
え
、
高
齢
者

が
要
介
護
の
状
態
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

内
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
生
活

が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
市
町

村
が
事
業
者
の
指
定
・
監
督
を

行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら

１８

　

年
度
の
第
３
期
介
護
保
険
事

２０業
計
画
に
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

▽
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護　

認
知
症
の
高
齢
者
が
共
同

生
活
を
す
る
住
居
で
、
日
常
生

活
上
の
世
話
や
機
能
訓
練
な
ど

の
介
護
サ
ー
ビ
ス

▽
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

（
３
カ
所
）　

認
知
症
の
高
齢

者
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

施
設
に
通
い
、
日
常
生
活
上
の

世
話
や
機
能
訓
練
な
ど
の
介
護

サ
ー
ビ
ス

▽
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
２
カ
所
）　

従
来
に
な
い
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
で
「
通
い
」
を

中
心
と
し
、
利
用
者
の
様
態
や

希
望
に
応
じ
て
、
随
時
「
訪
問
」

や
「
泊
ま
り
」
を
組
み
合
わ
せ

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
在
宅
で
の
生
活
を
支
援
す

る
サ
ー
ビ
ス

　

こ
れ
ら
の
利
用
は
、
市
（
保

険
者
）
が
事
業
者
指
定
を
行
う

の
で
、
原
則
市
民
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

　

東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
利
殖

商
法
に
関
す
る
相
談
が
昨
年
に
比

べ
２
倍
に
急
増
し
た
と
発
表
し
ま

し
た
。

　

市
で
も
、
未
公
開
株
や
商
品
相

場
な
ど
で
被
害
に
遭
っ
た
と
の
相

談
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

利
殖
商
法
と
は
「
値
上
が
り
確

実
」「
必
ず
利
益
が
出
る
」
な
ど
不

確
定
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
儲

か
る
こ
と
を
強
調
し
て
契
約
さ
せ

る
商
法
で
す
。

　

老
後
の
生
活
資
金
を
狙
い
撃
ち

に
し
て
、
自
宅
に
い
る
こ
と
の
多

い
高
齢
の
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
い
ま
す
。

　
「
元
本
保
証
」「
何
倍
に
も
増
え

る
」
な
ど
の
甘
い
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
を
う
の
み
に
し
な
い
で
、
仕
組

み
が
理
解
で
き
な
い
取
引
に
は
手

を
出
さ
ず
、
は
っ
き

り
と
断
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

身
近
な
高
齢
者
が
被
害
に
遭
っ

て
い
な
い
か
の
見
守
り
も
大
切
で

す
。

　

も
し
、
被
害
に
遭
っ
た
ら
す
ぐ

に
産
業
生
活
課
、
消
費
生
活
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
は
「
東
京
都
高

齢
者
被
害
１
１
０
番
」
�
（
３
２

３
５
）
３
３
６
６
へ
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

に
変
わ
り
ま
す
。

　

狛
江
消
防
署
で
は
、
新
し
い
心
肺

蘇
生
法
に
つ
い
て
、
普
通
救
命
講
習

等
の
機
会
を
と
ら
え
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
広
く
指
導
を
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕狛
江
消
防
署
�（
３

４
８
０
）
０
１
１
９

■
「
に
せ
保
健
所
職
員
」
か
ら
の
電

話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
保
健
所
職
員
の
名
を
か
た

り
、「
健
康
診
断
が
無
料
で
受
け
ら
れ

る
」「
健
康
診
断
が
半
額
に
な
る
」
な

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
受

１９

１５

付
時
間
は
午
後
１
時
〜
１
時　

分
３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕
平
成　

年
６
月
生
ま
れ
の
幼
児

１７

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診

票
・
保
険
証
・
現
在
使
っ
て
い
る
お

子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ
※
対
象
者
に
は

個
別
に
問
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
受

１９

１１

付
時
間
は
午
後
１
時
〜
１
時　

分
３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕
平
成　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児

１５

１２

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
問
診

票
・
目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・

保
険
証
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診

票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
妊
婦
歯
科
健
診

〔
日
時
〕　

月　

日
�

１２

２２

受
付
時
間
は
午
後
１
時

〜
１
時　

分
〔
会
場
〕

１０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
※
な
る
べ
く

妊
娠
中
期
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月
９
日
�
受

１９

付
時
間
は
午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕
生
後
３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児

（
７
月　

日
〜　

月　

日
生
ま
れ
）

１１

１０

１０

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診

票
・
髪
の
毛
を
ま
と
め
る
ゴ
ム
・
ピ

ン
等

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

 
■
心
肺
蘇
生
法
の
実
施
方
法
が
変
更

に
な
り
ま
す

　
　

月　

日
�
か
ら
心
肺
蘇
生
法

１２

２５

（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
）

の
実
施
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
の

比
率
が
従
来
の
「　

対
２
」
か
ら

１５

「　

対
２
」
に
変
わ
り
ま
す
。

３０
▽
心
肺
蘇
生
を
実
施
す
る
判
断
基
準

を
簡
単
か
つ
明
確
に
し
、「
意
識
が
無

く
、
普
段
ど
お
り
の
呼
吸
を
し
て
い

な
い
人
に
対
し
て
行
う
こ
と
」
に
変

わ
り
ま
す
。

▽
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
連
続
実
施
回
数
が
３
回
か
ら
１
回

ど
と
電
話
を
か
け
、
法
人
・
個
人
の

情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
悪
質
な

事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
所
で
は
、
業
務
に
関
係
の
無

い
個
人
情
報
を
電
話
で
お
尋
ね
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
を
受
け
た
と
き
は
、

即
答
せ
ず
に
相
手
の
名
前
や
連
絡
先

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
疑
わ
し
い

場
合
は
、
保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩
府
中
保
健
所

�
０
４
２
（
３
６
２
）
２
３
３
４

�

�

�

�

����������������

����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
通
常
の

か
ぜ
と
違
い
全
身
症
状
が
強
く
重

症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
流

行
時
期
は
、
お
お
む
ね
１
月
か
ら

３
月
ま
で
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

▽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
は

人
混
み
を
避
け
ま
し
ょ
う

▽
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
利
用
し
、

帰
宅
し
た
ら
う
が
い
や
手
洗
い
を

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う

▽
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ

て
、
適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ

う▽
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄

養
を
取
り
ま
し
ょ
う

▽
疲
労
や
睡
眠
不
足
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
前
に

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、

完
全
に
予
防
は
で
き
ま
せ
ん
が
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
に
期
待
が
で
き

ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

年
内
に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　

歳
以
上
の
方
、　

か
ら　

歳

６５

６０

６４

ま
で
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
な

ど
の
機
能
に
一
定
の
障
害
が
あ
る

方
な
ど
は
、
一
部
公
費
負
担
で
の

接
種
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健

康
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３

４
８
８
）
１
１
８
１
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�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）１２ 月 １５ 日

み
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
新
聞
紙
・
手

提
げ
紙
袋
（
大
）〔
参
加
費
〕
２
�
０

０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１８

�
午
前
９
時
か
ら
岩
戸
地
域
セ
ン
タ

ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０
へ
。

■
「
食
と
健
康
を
考
え
る
」
〜
摂
り

す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？
塩
と
砂
糖
〜

平
成　

年
度
調
布
市
・
狛
江
市
・
東

１８

京
都
多
摩
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
共
催

商
品
テ
ス
ト
講
座

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月　

日
�
・

１９

１８

　

日
�
午
後
１
時　

分
〜
４
時
〔
会

２５

３０

場
〕調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り〔
定

員
〕
各
回
９
人
〔
内
容
・
講
師
〕
▽

　

日
�
「
飲
み
物
や
果
物
の
甘
さ
比

１８べ
」
佐
藤
典
子
さ
ん
（
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
主
任
研
究

員
）
▽　

日
�
「
味
噌
汁
の
塩
分
を

２５

調
べ
て
み
よ
う
」
沢
木
佐
重
子
さ
ん

（
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
技
術
教
育
研
究

会
代
表
）〔
持
ち
物
〕
▽
各
回
共
通　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具
▽

　

日
�　

持
参
で
き
る
方
は
ワ
イ

１８ン
・
梅
酒
な
ど
の
飲
み
物
▽　

日
�

２５

　

ご
家
庭
で
作
っ
て
い
る
み
そ
汁
※

１
日
の
み
の
参
加
も
可
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
産
業
生
活
課

１８へ
。

■
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
上
半
身
を
揉
み
ほ
ぐ
そ
う

〔
日
程
〕平
成　

年
１
月　

日
�〔
講

１９

１１

師
〕
遠
藤
滋
さ
ん
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ

イ
フ
）　

▽
の
び
の
び
身
体
を
つ
く
ろ
う
！
ス

ト
レ
ッ
チ
教
室
パ
ー
ト
Ⅱ

〔
日
程
〕平
成　

年
１
月　

日
�〔
講

１９

１６

師
〕
進
藤
あ
か
り
さ
ん
〔
時
間
〕
各

日
午
後
１
時　

分
〜
３
時
〔
定
員
〕

３０

各
日
先
着　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
�
午
前
８
時　

分
か
ら
在
宅
介

１８

３０

護
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
苑　

�

（
３
４
８
９
）
２
４
１
７
へ
。

 
■
市
民
総
合
体
育
館
個
人
開
放
の
お

休
み

　
　

月　

日
�
の
親
子
体
操
は
お
休

１２

２５

み
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

 
�
中
央
公
民
館 

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
コ
マ
エ
ス
タ
イ
ル
（
青
年
教
室
）

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」　

〔
日
時
〕　

月
１２

　

日
�
午
後
７
時
〜
９
時

２１
 

�
中
央
図
書
館 

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

■
中
央
図
書
館
・
西
河
原
公
民
館
図

書
室
・
各
地
域
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の

特
別
貸
し
出
し　
　

月　

日
�
か
ら

１２

１４

　

日
�
ま
で
は
、
貸
出
期
間
が
３
週

２７間
に
な
り
ま
す
（
貸
出
冊
数
は
変
わ

り
ま
せ
ん
）。
な
お
、
休
館
・
休
室
中

の
返
却
ポ
ス
ト
の
利
用
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

■
新
春
か
る
た
大
会　
〔
日
時
・
内

容
〕
平
成　

年
１
月
７
日
�
▽
か
る

１９

た
の
部
（
幼
児
〜
小
学
生
対
象
）
午

 
■
古
民
家
園
の
元
日
開
園

〔
日
時
〕
平
成　

年
１
月
１
日
�
午

１９

前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

分
〔
内

３０

３０

容
〕
主
屋
に
は
、
す
ご
ろ
く
・
お
手

玉
・
い
ろ
は
か
る
た
・
百
人
一
首
・

投
扇
興
、
園
庭
に
は
、
羽
根
突
き
・

こ
ま
・
竹
と
ん
ぼ
・
け
ん
玉
・
竹
馬

な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
※
午
前

　

時
と
正
午
か
ら
、
岩
戸
ば
や
し
保

１１存
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
お
囃
子
・

獅
子
舞
」
で
新
年

を
祝
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
む
い
か
ら
民
家
園

�
（
３
４
８
９
）
８
９
８
１
（
水
・

木
曜
日
は
休
園
で
す
）

■
狛
江
産
農
産
物
直
売

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時
か

１２

２６

ら（
な
く
な
り
次
第
終
了
）〔
会
場
〕狛

江
駅
前
緑
の
三
角
広
場
※
ご
み
の
減

量
や
省
資
源
の
た
め
、
手
提
げ
袋
等

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

 
■
屋
外
の
水
道
管
に
も
冬
支
度
を

　

寒
く
な
っ
て
気
温
が
低
下
す
る
と
、

建
物
の
北
側
な
ど
日
が
当
た
ら
な
い

所
や
風
当
た
り
の
強
い
所
な
ど
、
屋

外
に
露
出
し
た
水
道
管
は
凍
結
に
よ

り
破
損
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
水

道
管
に
も
防
寒
対
策
が
必
要
で
す
。

　

水
道
管
が
直
接
外
気
に
触
れ
な
い

よ
う
に
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
毛
布

な
ど
の
保
温
材
を
巻
き
つ
け
て
、
そ

の
上
か
ら
ヒ
モ
で
固
定
し
、
保
温
材

が
濡
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
等
で
下
か
ら
隙
間
の
な
い
よ
う
に

重
ね
て
巻
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
水
道
課

■
調
理
師
業
務
従
事
者
届
け
出
の
該

当
年
で
す

　

調
理
師
業
務
従
事
者
は
、
調
理
師

法
に
定
め
ら
れ
た
２
年
毎
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

　

都
内
在
勤
（
調
理
業
務
）
の
調
理

師
の
方
は
、
都
内
の
保
健
所
か
ら
届

け
出
は
が
き
を
受
け
取
り
、　

月　
１２

３１

日
現
在
の
調
理
師
業
務
従
事
者
状
況

に
つ
い
て
、
平
成　

年
１
月　

日
�

１９

１５

ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
福
祉
保
健

局
健
康
安
全
課
�
（
５
３
２
０
）
４

３
５
８

 
■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

「
お
正
月
に
楽
し
む
花
」

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時
か

１２

２３

ら
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕
田

２０

中
芙
美
子
さ
ん
〔
持
ち
物
〕
花
ば
さ

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

調
布
警
察
署
を
は
じ
め
狛
江
消

防
署
、
消
防
団
、
防
犯
協
会
、
防

災
会
、
町
会
、
青
年
会
等
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
年
末

恒
例
の
歳
末
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　

最
近
の
市
内
の
犯
罪
発
生
状
況

は
、
特
に
空
き
巣
が
多
発
（　

月
１１

の
空
き
巣
件

数　

件
）
し

２８
て
い
ま
す
。

　

空
き
巣
の

侵
入
手
口
は
、

ガ
ラ
ス
破
り
、

無
施
錠
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
、
サ
ム
タ

ー
ン
回
し
等
。
こ
の
う
ち
約
７
割

が
ガ
ラ
ス
破
り
に
よ
る
被
害
に
あ

っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
巣
防
止
対
策
と
し
て
、
外

出
す
る
際
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
雨
戸

を
閉
め
、
窓
に
は
補
助
錠
を
取
り

付
け
た
り
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
張

っ
た
り
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
偽
税
務
署
員
の
還

付
金
詐
欺
も
多
発
し
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

後
１
時　

分
か
ら
▽
百
人
一
首
の
部

３０

（
小
学
生
〜
大
人
対
象
）
３
時
か
ら

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館
※
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　
〔
日
時
〕　

月　

日
�
▽
０
歳
か
ら

１２

１８

の
部
午
後
３
時
か
ら
▽
４
歳
か
ら
の

部
３
時　

分
か
ら
〔
内
容
〕
ヒ
ミ
ツ

３０

で
す
。
当
日
を
お
楽
し
み
に
。
※
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

������������������������������������������������������������������

３
時
か
ら
〔
対
象
〕
小
学
生
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

■
卓
球
大
会　
〔
日
時
〕　

月　

日

１２

２０

�
午
後
３
時
〜

５
時
〔
対
象
〕

小
学
生

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
タ
ス
ケ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ

プ　
〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
４

１２

２７

時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小
学
生
〜
中

学
・
高
校
生
〔
内
容
〕
低
学
年
、

高
学
年
、
中
高
生
の
部
門
で
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
決
定
し
ま
す
。

�
和
泉
児
童
館 

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
映
画
会
「
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー

ク
」　

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後

１２

１８

以　下　は　広　告　枠　で　す
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平成１９年　カレンダー

多摩川と五本松


